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7 中課題としての成果と課題 

7.1 適用条件 
今年度事業で開発された技術に関する適用条件について、実験の結果を踏まえ表 23に示した。 

 

表 23 今年度事業で開発された技術に関する適用条件 

技術名 稚貝確保(採苗) 稚貝移植 

 

 

 

項目 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

+移植 

時期 確保：4月～6月 

漁獲：採苗器の設置した翌年の3月あ 

るいは5月 

※ 有明海では海苔の収穫(11月～1月)および

海苔養殖施設の撤収(4 月)と重ならない時

期が望ましい。また、梅雨時期前(6 月～7

月)に漁獲できれば海域の低塩分リスクを

回避できる。 

移植：(1) 4月～6月(春季移植  殻長14mm前後) 

      (2) 9月～11月(秋季移植 殻長24mm前後) 

漁獲：移植した翌年の3月あるいは5月 

※ 稚貝確保に同じ。 

場所の条件 (1) C.D.L+1.0m前後 

(2) 泥分(シルト+粘土)が20%～90% 

※  本技術開発を行った佐賀県諸富地先の環境を想定している。 

留意点 (1) 本技術は、大雨による海域の低塩分化に対してアサリの斃死を予防するものではない。 

(2) 本技術は、底質の中央粒径が0.2mmを超える場所(いわゆる砂場)では、40cm/sを超える水流が発生した場 

合に洗堀および漂砂で採苗器および離底器は埋没する。 

(3) 離底器は、海域の主流に対する抵抗を大きく受けないように設置しなければ、移動あるいは横転する可能性 

がある。 

(4) 有明海の湾奥奥部で本技術を用いる場合には、フジツボ類が春季および秋季に離底器を顕著に汚損すること 

が想定され、設置する網袋の破れ等を予防するため、年に一度程度の除去作業を実施することが望ましい。 
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7.2 作業性 
今年度事業で開発された技術に関する作業性について、実験の結果を踏まえに表 24示した。 

 

表 24 今年度事業で開発された技術に関する適用条件 

小課題 稚貝確保(採苗) 稚貝移植 

技術名 

 

 

項目 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

+移植 

使用する網 収穫ネット(目開き2mm) 

使用する基質 7号砕石(2～5mm) 

設置面積 600ｍ2 (10m×10m×6区画) 

設置個数 採苗器360個 

作業工数 加工 2人日(離底器30台作成) 

設置・移植 2人日 

漁獲・補修 2人日 
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7.3 経済性の推定 
過年度および今年度の実験結果から本事業によって開発された技術で想定される漁獲増加量およびコス

トを算出し、経済性を推定した。 

 

7.3.1 コスト(人件費+資材費) 

本技術におけるコスト(人件費+傭船費+資材費)を表 25に示した。 

 

表 25 今年度事業で開発された技術に関するコスト 

小課題 稚貝確保(採苗) 稚貝移植 

技術名 

 

 

項目 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

+移植 

人件費 人件費 (\9,000-/人×6人日) 人件費 (\9,000-/人×6人日) 

傭船費 傭船費 (\40,000-/隻×2隻日) 傭船費 (\40,000-/隻×2隻日) 

資材費 (1) 7号砕石 (\5-/kg×3kg×360袋) 

(2) 収穫ネット(\36-/袋×360袋) 

(3) 離底用コンポーズ (廃材利用) 

(4) 燃料費 (\10,000-/回×2回) 

※コンポーズは竹でも代用可能。 

(1) 7号砕石 (\5-/kg×3kg×360袋) 

(2) 収穫ネット (\36-/袋×360袋) 

(3) 移植用稚貝 (\430-/kg×29kg) 

※1 移植用の稚貝は殻長14mm前後を想定。 

(4) 燃料費 (\10,000-/回×2回) 

(5) 離底用コンポーズ (廃材利用) 

※2 コンポーズは竹でも代用可能。 

 

合計金額 \172,360- \183,860- 
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7.3.2 漁獲増加量 (期待される漁獲量) 

 稚貝確保における試算では、二つのケースを想定した。一つ目のケース(以後、CaseⅠとする)は、今年度

の令和 3年度度事業において、当該地先の泥混じり砂場および泥場で 8 月から 10 月に稚貝の数の一袋あた

りで得られた平均値±標準偏差が42±16個体/袋 (n=3)であったときをもとに、4月に採苗器を設置して、

同年12月時点で一袋あたり42個体確保できたとした。二つ目のケース(以後、CaseⅡとする)は、平成31年

度事業において、当該地先の泥混じり砂場および泥場で 8 月から 10 月に稚貝の数の一袋あたりで得られた

平均値±標準偏差が218±94個体/袋 (n=6)であったときをもとに、4月に採苗器を設置して、同年12月時

点で一袋あたり218個体確保できたとした。なお、両ケースにおいて共通させた設定では、確保された稚貝

が採苗から翌5月に漁獲されるまでの生残率を92% (今年度事業の令和3年9月から12月の生残率を参照し

た)、漁獲時点(5月)でのアサリ1個体の湿重量を9.3g(殻長38.4mm) (今年度事業で得た令和3年4月から

12月までの成長率および令和12月時点で採苗されたアサリの殻長と湿重量から試算した)、1kgあたりのア

サリの単価を430円 36)、設置する採苗器の数を360個とした。 

 稚貝移植における試算でも、二つのケースを想定した。一つ目のケース(以後、Caseⅰとする)は、今年度

の令和 3 年度度事業において、当該地先の泥混じり砂場で移植した個体数密度の 60 個体とした。二つ目の

ケース(以後、Caseⅱとする)ではB/Cが1.0以上となる実用化を根差し、一袋あたりの個体数密度の180個

体を想定した。このとき、両ケースにおいて共通させた設定では、稚貝を採苗から翌5月に漁獲されるまで

の生残率を 92% (今年度事業の令和 3年 9月から 12月の生残率を参照した)、漁獲時点(5月)でのアサリ 1

個体の湿重量を7.8g(殻長36.2mm) (令和3年12月の移植実験結果で得られたアサリの殻長と湿重量から試

算した)、1kgあたりのアサリの単価を430円 36)、設置する採苗器の数を360個とした。 

 

表 26 本技術における漁獲増加量および金額 

小課題 稚貝確保(採苗) 稚貝移植 

技術名 

 

 

項目 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

収穫ネット(一重) 

+砂利(2～5mm) 

+離底器 

+移植 

漁獲増加量および金額 (1)令和3年度事業のケース(CaseⅠ) 

0.32kg/袋×\400-/袋×360袋 

=\55,384- 

※令和3年度事業では、4月に採苗器を設置し、 

 6月に約200個体/袋の初期稚貝が確認され 

 ていた。 

(2)平成31年度のケース(CaseⅡ) 

1.85kg/袋×\400-/袋×360袋 

=\319,996- 

※平成31年度事業では、4月に採苗器を設置 

し、6月に約2,000個体/袋の初期稚貝が確 

認されていた。 

(1) 一袋あたりの収容密度60個体(Caseⅰ) 

0.46kg/袋×\400-/袋×360袋 

=\61,796- 

※令和3年度事業で実証実験を行なった一袋あた 

りの収容密度 

 

(2)一袋あたりの収容密度180個体(Caseⅱ) 

1.07kg/袋×\400-/袋×360袋 

=\185,388- 

※B/C1.0以上を確保する一袋あたりの最低密度 
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7.3.3 漁獲増加量/コスト 

本技術における経済性の評価を表 27を以下に示した。 

 稚貝確保において、CaseⅠでは、漁獲増加量は3月以降に漁獲した場合に資材費を上回った。また、Case

Ⅱでは、漁獲増加量は 1月以降に漁獲した場合に資材費、人件費および傭船費の合計を上回り、B/Cが 1を

超えると試算された(図 66)。 

稚貝移植において、Caseⅰでは、漁獲増加量は2月以降に漁獲した場合に資材費を上回った。また、Case

ⅱでは、漁獲増加量は 4月以降に漁獲した場合に資材費、人件費および傭船費の合計を上回り、B/Cが 1を

超えると試算された(図 67)。 

 

表 27 本技術における漁獲増加量/コスト 

 

技術名 
B: 漁獲増

加量 

(千円) 

C: コスト B/C: 漁獲増加量/コスト 

1.人件費 

(千円) 

2.資機材費 

(千円) 

3.傭船費 

(千円) 

合 計

(1+2+3) 
人件費有 人件費無 

人件費無 

傭船費無 

【稚貝確保】 

収穫ネット 

+砂利(2～5mm) 

+離底 

CaseⅠ 

67.0 
54.0 38.4 80.0 172.4 0.4 0.6 1.7 

Case Ⅱ 

319.0 
54.0 38.4 80.0 172.4 1.9 2.7 8.3 

【稚貝移植】 

収穫ネット 

+砂利(2～5mm) 

+離底 

+移植 

Case ⅰ 

66.4 
54.0 49.9 80.0 183.9 0.4 0.5 1.3 

Case ⅱ 

199.3 
54.0 49.9 80.0 183.9 1.1 1.5 4.0 
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図 66 稚貝確保におけるB/Cの推定 

 

  
図 67 稚貝移植におけるB/Cの推定 
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7.4 作業スケジュール 
 今年度の実験結果を踏まえ、有明海の湾奥部を想定した泥分の多い場所におけるアサリの採苗および移植

時の作業スケジュールを図 68に示した。 

当該地先をはじめとする有明海沿岸の多くは海苔養殖区画に利用されているため、海苔養殖の作業スケジ

ュールも踏まえてアサリの採苗および移植を実施する必要がある。なお、当該地先における海苔養殖の作業

スケジュールは、8 月末にコンポーズを設置、10月から 11月にかけて海苔網を設置、11 月中旬から翌年 2

月まで海苔摘み、3月および4月には海苔網およびコンポーズを撤去となっている。 

アサリの採苗では、当該地先の現地盤で4～6月に初期稚貝が確認されているため、その時期に採苗器を設

置するとよい。ただし、採苗器を設置する場所の泥分が 20%を超える場合には、泥で埋没することが想定さ

るため、「離底器」を利用し底面と5cm程度離すとよい。その後、6月以降からはコンポーズに生物の付着や

若干の埋没は想定されるものの、アサリの成長を阻害するほどとはならない。7～9月には大雨の発生が想定

され、海域の低塩分化が数日続くようであれば、アサリの生残率に影響を及ぼす。アサリの漁獲は、4 月か

ら採苗を始めた場合、翌年 2 月には漁獲サイズに達するものの、海苔養殖施設の撤去時期と重なるため 4～

5月が望ましい。4～5月を漁獲時期とすることで、アサリの殻長は2月時よりも大きくなり、より高い収益

が見込める。 

 アサリの移植は、春季移植と秋季移植の二通りがある。春季移植では、3～6月の間に県外から殻長14mm程

度のアサリを購入し、当該地先のようなアサリにとって餌料環境の良い場所に離底器とともに採苗器を設置

する。漁獲時期はアサリの採苗で先述したとおり、4～5月が望ましい。秋季移植では、10～11月の間に殻長

24mm程度のアサリの購入し、春季移植と同様の方法で採苗器を設置する。ただし、冬季中は海水中の餌料が

少なく、アサリの成長は春季移植と比べて鈍化する可能性があり、漁獲時期を 5～6 月とすることが望まし

い。 

 

 
図 68 稚貝確保および稚貝移植の作業スケジュール 
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7.5 実用性の検討を踏まえた成果と今後の課題 
今年度における各小課題の成果と課題を表 28に示した。 

 

表 28 各小課題の成果と課題 

小課題 成果 課題 

2-1-1  

稚貝確保

技術の開

発 

既往技術に対する新技術の優位性は示されなかっ

たものの、当該地先の現地盤よりも初期稚貝およ

び稚貝の数は多かった。 

(1)当該地先で確保できる初期稚貝の数量が少ない。 

(2)夏季に大雨による斃死し、漁獲量の確保が難しい。 

2-1-2  

稚貝移植

技術の開

発 

生残率では、泥混じり砂場(離底)と砂場(直置)は

有意差が確認されなかったことから同等であると

みなせた。また、成長量では、泥混じり砂場(離底) 

は砂場(直置)よりも有意に成長量が大きい月もあ

り、同等以上であるとみなせた。 

(1)当該地先に移植するための稚貝確保場所の検討 

(2)夏季に大雨による斃死し、漁獲量の確保が難しい。 

(3)秋季移植の可能性の検討 

2-1-3 

離底器の

メンテナ

ンス方法

の確立 

生物汚損は確認されたものの、採苗中のアサリの

生残、成長に影響はない。泥混じり砂場では、周年

で泥による埋没は確認されなかった。これらのこ

とから、離底器のメンテナンスは年に一度でよい

と考えられた。 

(1)離底器に付着する生物の簡易な除去方法の検討 

(2)埋没した離底器を容易に掘り起こす方法の検討 

2-1-4  

離底器の

メカニズ

ム把握 

採苗器および離底器の埋没は、洗堀および漂砂で

生じることが示された。また、離底器と底面の間に

水流が吹き抜ける構造があることで粒子の堆積を

低減できることも示された。 

(1)離底器の設置向きの検証 

(2)より埋没を低減できる構造の検討 
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表 29 電子格納データ一覧 
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